
　明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、新たな抱負や願いを胸に新春を迎えられ

たことと存じます。年頭に当たり、皆様のご健康とご多幸を心から

お祈り申し上げます。

　すでに開院から約５年が過ぎ、住民の方々からは一定の評価をい

ただいております。おかげさまで昨年度の経営成績は良好であり、

また今年度も順調に経過しています。ありがとうございます。

　当センターの特徴や優れたところとしては、

パスの普及（医療内容の標準化）　病院機能評価Ｖｅｒ．５．０認定（最新の基準で優良病院と認定）

ＤＰＣ準備病院（国の推進する新しい制度への対応）　栄養サポートチーム（ＮＳＴ）を実施

最新の医療機器：ＭＲＩ、６列マルチスライスＣＴ、血管造影装置、最新型マンモグラフィーを導入

最先端のＩＴ化：電子カルテ・院内情報システム・遠隔医療（画像・迅速病理診断、分娩監視）が稼動

当協会では初めての回復期リハ病棟　リハ施設の充実　源泉をひいた温泉プールを新設（温泉治療棟）

院内に小・中学校の分校（東３）があり、病児・障害児・登校拒否児等に対応　小児発達外来を開設

病児・病後児保育『このゆびとーまれ山中』の開設　北陸大学薬学部の山中キャンパスを誘致

などが挙げられます。これらの運営システムや提供されるサービスの観点から、当センターは国内でも

有数の先進的な病院の一つとなりました。職員は誇りを持ち、さらに研鑚を重ねています。

　平成１７年の合併後、新市の地域医療審議会では「将来的には加賀市が開設する二つの病院を集約し、

二次救急医療を担う新病院を建設することが望ましい。既存の病院は機能分化を考えるなかで、急性期

以外の患者を受け持つ施設として検討する。」との結論となりました。当センターは亜急性期や慢性期

医療に『ホスピス』を加え、「ゆっくり系」の病院に変容して行くと予想されます。

　着実な実績と密かな自信を胸に、当センターは、国立時代の良い伝統「ぬくもり」を引き継ぎ、地域

医療を通して安心・安らぎを提供するために、患者さまの声に耳を傾け、問題解決に努めてまいります。

　今年もよろしくお願い申し上げます。

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成２０年　１月
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